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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成22年11月4日(2010.11.4)

【公開番号】特開2009-38618(P2009-38618A)
【公開日】平成21年2月19日(2009.2.19)
【年通号数】公開・登録公報2009-007
【出願番号】特願2007-201583(P2007-201583)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   5/225   　　　Ｆ
   Ｈ０４Ｎ   5/225   　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成22年9月21日(2010.9.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を表示可能な表示部と、
　外部に設けられた外部表示装置を接続可能であって、接続された前記外部表示装置に表
示する画像に関する情報を出力する接続部と、
　前記表示部の表示、及び、前記接続部に接続された前記外部表示装置の表示に関する処
理を行う表示処理部と、を備えたカメラであって、
　前記表示処理部は、該カメラ内で行われる演算処理負荷に応じて前記表示に関する処理
内容を変更することを特徴とするカメラ。
【請求項２】
　請求項１に記載のカメラにおいて、
　前記表示処理部の前記処理内容は、前記演算処理負荷又は前記外部表示装置に表示する
表示解像度に応じて、表示する画像に対して他の表示を重ねて表示するか否かの変更を含
むことを特徴とするカメラ。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載のカメラにおいて、
　前記表示処理部の前記処理内容は、前記演算処理負荷又は前記外部表示装置に表示する
前記表示解像度に応じて、前記表示部と前記外部表示装置とのいずれに表示を行うのかの
変更を含むことを特徴とするカメラ。
【請求項４】
　請求項１から請求項３までのいずれか１項に記載のカメラにおいて、
　前記表示処理部の前記処理内容は、前記演算処理負荷に応じて画像を表示する解像度の
変更を含むこと、
　を特徴とするカメラ。
【請求項５】
　請求項１から請求項４までのいずれか１項に記載のカメラにおいて、
　前記表示処理部は、
　表示用のデータを生成するために、複数の解像度毎に対応する複数のデータ処理部を有
し、
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　画像表示用の処理には、表示する画像の解像度に対応したデータ処理部を用いて処理を
行い、
　テキスト表示又はグラフィックス表示用の処理には、表示する画像の解像度よりも低い
解像度に対応するデータ処理部を用いて処理を行うこと、
　を特徴とするカメラ。
【請求項６】
　請求項５に記載のカメラにおいて、
　前記表示処理部は、表示する画像の解像度よりも低い解像度に対応する画像処理部によ
り処理を行ったテキスト表示、又は、グラフィックス表示を拡大して表示するように処理
すること、
　を特徴とするカメラ。
【請求項７】
　請求項１から請求項６までのいずれか１項に記載のカメラにおいて、
　前記表示処理部は、前記演算処理負荷又は前記外部表示装置に表示する前記表示解像度
に応じて画像表示とテキスト表示、又は、画像表示とグラフィックス表示との表示比率を
変更することを特徴とするカメラ。
【請求項８】
　請求項１から請求項７までのいずれか１項に記載のカメラにおいて、
　前記表示処理部の前記処理内容は、前記演算処理負荷又は前記外部表示装置に表示する
前記表示解像度に応じて動画表示のフレームレートの変更を含むことを特徴とするカメラ
。
【請求項９】
　請求項１から請求項８までのいずれか１項に記載のカメラにおいて、
　前記外部表示装置に表示する表示解像度を設定する設定部を有し、
　前記表示処理部は、前記接続部に接続された前記外部表示装置が、前記設定部により設
定された表示解像度での表示に対応していないときには、前記設定部により設定された表
示解像度に最も近い解像度であって、かつ、前記接続部に接続された前記外部表示装置が
表示可能な解像度で前記外部表示装置に表示を行うこと、
　を特徴とするカメラ。
【請求項１０】
　請求項１から請求項８までのいずれか１項に記載のカメラにおいて、
　前記外部表示装置に表示する表示解像度を設定する設定部を有し、
　前記表示処理部は、前記接続部に接続された前記外部表示装置が、前記設定部により設
定された表示解像度での表示に対応していないときには、これに対応する告知を行うこと
、
　を特徴とするカメラ。
【請求項１１】
　請求項１から請求項８までのいずれか１項に記載のカメラにおいて、
　前記外部表示装置に表示する表示解像度を設定する設定部を有し、
　前記表示処理部は、前記接続部に接続された前記外部表示装置が、前記設定部により設
定された表示解像度での表示に対応していないときには、前記外部表示装置による表示を
行わず、前記表示部により表示を行うこと、
　を特徴とするカメラ。
【請求項１２】
　画像を表示可能な表示部と、
　外部に設けられた外部表示装置を接続可能であって、接続された前記外部表示装置に表
示する画像に関する情報を出力する接続部と、
　前記表示部の表示、及び、前記接続部に接続された前記外部表示装置の表示に関する処
理を行う表示処理部と、
　を備えたカメラであって、
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　前記外部表示装置に表示する表示解像度を設定する設定部を有し、
　前記表示処理部は、前記接続部に接続された前記外部表示装置が、前記設定部により設
定された表示解像度での表示に対応していないときには、前記表示に関する設定動作不可
時処理を実行すること、
　を特徴とするカメラ。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のカメラにおいて、
　前記表示処理部は、前記設定動作不可時処理として、前記設定部により設定された表示
解像度に最も近い解像度であって、かつ、前記接続部に接続された前記外部表示装置が表
示可能な解像度で前記外部表示装置に表示を行うこと、
　を特徴とするカメラ。
【請求項１４】
　請求項１２又は請求項１３に記載のカメラにおいて、
　前記表示処理部は、前記設定動作不可時処理として、前記接続部に接続された前記外部
表示装置が、前記設定部により設定された表示解像度での表示に対応していないことに応
じた告知を行うこと、
　を特徴とするカメラ。
【請求項１５】
　請求項１２から請求項１４までのいずれか１項に記載のカメラにおいて、
　前記表示処理部は、前記設定動作不可時処理として、前記外部表示装置による表示を行
わず、前記表示部により表示を行うこと、
　を特徴とするカメラ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　請求項１の発明は、画像を表示可能な表示部（１０）と、外部に設けられた外部表示装
置（Ａ，Ｂ）を接続可能であって、接続された前記外部表示装置に表示する画像に関する
情報を出力する接続部（１５）と、前記表示部の表示、及び、前記接続部に接続された前
記外部表示装置の表示に関する処理を行う表示処理部（６）と、を備えたカメラであって
、前記表示処理部は、該カメラ内で行われる演算処理負荷に応じて前記表示に関する処理
内容を変更する（Ｓ４０，Ｓ７０，Ｓ８０）ことを特徴とするカメラである。
　請求項２の発明は、請求項１に記載のカメラにおいて、前記表示処理部（６）の前記処
理内容は、前記演算処理負荷又は前記外部表示装置に表示する前記表示解像度に応じて、
表示する画像に対して他の表示を重ねて表示する（ＯＳＤ）か否かの変更を含むことを特
徴とするカメラである。
　請求項３の発明は、請求項１又は請求項２に記載のカメラにおいて、前記表示処理部（
６）の前記処理内容は、前記演算処理負荷又は前記外部表示装置に表示する前記表示解像
度に応じて、前記表示部と前記外部表示装置とのいずれに表示を行うのかの変更を含むこ
とを特徴とするカメラである。
　請求項４の発明は、請求項１から請求項３までのいずれか１項に記載のカメラにおいて
、前記表示処理部（６）の前記処理内容は、前記演算処理負荷に応じて画像を表示する解
像度の変更を含むこと、を特徴とするカメラである。
　請求項５の発明は、請求項１から請求項４までのいずれか１項に記載のカメラにおいて
、前記表示処理部（６）は、表示用のデータを生成するために、複数の解像度毎に対応す
る複数のデータ処理部（７２～７８）を有し、画像表示用の処理には、表示する画像の解
像度に対応したデータ処理部（７５，７７，７８）を用いて処理を行い、テキスト表示又
はグラフィックス表示用の処理には、表示する画像の解像度よりも低い解像度に対応する
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データ処理部（７２，７３）を用いて処理を行うこと、を特徴とするカメラである。
　請求項６の発明は、請求項５に記載のカメラにおいて、前記表示処理部（６）は、表示
する画像の解像度よりも低い解像度に対応する画像処理部（７２，７３）により処理を行
ったテキスト表示、又は、グラフィックス表示を拡大して表示する（Ｓ７０）ように処理
すること、を特徴とするカメラである。
　請求項７の発明は、請求項１から請求項６までのいずれか１項に記載のカメラにおいて
、前記表示処理部（６）は、前記演算処理負荷又は前記外部表示装置に表示する前記表示
解像度に応じて画像表示とテキスト表示、又は、画像表示とグラフィックス表示との表示
比率を変更する（Ｓ４０，Ｓ７０，Ｓ８０）ことを特徴とするカメラである。
　請求項８の発明は、請求項１から請求項７までのいずれか１項に記載のカメラにおいて
、前記表示処理部（６）の前記処理内容は、前記演算処理負荷又は前記外部表示装置に表
示する前記表示解像度に応じて動画表示のフレームレートの変更を含むことを特徴とする
カメラである。
　請求項９の発明は、請求項１から請求項８までのいずれか１項に記載のカメラにおいて
、前記外部表示装置（Ａ，Ｂ）に表示する表示解像度を設定する設定部（１２）を有し、
前記表示処理部（６）は、前記接続部（１５）に接続された前記外部表示装置が、前記設
定部により設定された表示解像度での表示に対応していないときには、前記設定部により
設定された表示解像度に最も近い解像度であって、かつ、前記接続部に接続された前記外
部表示装置が表示可能な解像度で前記外部表示装置に表示を行う（Ｓ９０）こと、を特徴
とするカメラである。
　請求項１０の発明は、請求項１から請求項８までのいずれか１項に記載のカメラにおい
て、前記外部表示装置（Ａ，Ｂ）に表示する表示解像度を設定する設定部（１２）を有し
、前記表示処理部（６）は、前記接続部（１５）に接続された前記外部表示装置が、前記
設定部により設定された表示解像度での表示に対応していないときには、これに対応する
告知を行う（Ｓ１００）こと、を特徴とするカメラである。
　請求項１１の発明は、請求項１から請求項８までのいずれか１項に記載のカメラにおい
て、前記外部表示装置（Ａ，Ｂ）に表示する表示解像度を設定する設定部（１２）を有し
、前記表示処理部（６）は、前記接続部（１５）に接続された前記外部表示装置が、前記
設定部により設定された表示解像度での表示に対応していないときには、前記外部表示装
置による表示を行わず、前記表示部（１０）により表示を行う（Ｓ９０）こと、を特徴と
するカメラである。
　請求項１２の発明は、画像を表示可能な表示部（１０）と、外部に設けられた外部表示
装置（Ａ，Ｂ）を接続可能であって、接続された前記外部表示装置に表示する画像に関す
る情報を出力する接続部（１５）と、前記表示部の表示、及び、前記接続部に接続された
前記外部表示装置の表示に関する処理を行う表示処理部（６）と、を備えたカメラであっ
て、前記外部表示装置に表示する表示解像度を設定する設定部（１２）を有し、前記表示
処理部は、前記接続部に接続された前記外部表示装置が、前記設定部により設定された表
示解像度での表示に対応していないときには、前記表示に関する設定動作不可時処理（Ｓ
９０，Ｓ１００）を実行すること、を特徴とするカメラである。
　請求項１３の発明は、請求項１２に記載のカメラにおいて、前記表示処理部（６）は、
前記設定動作不可時処理として、前記設定部（１２）により設定された表示解像度に最も
近い解像度であって、かつ、前記接続部（１５）に接続された前記外部表示装置が表示可
能な解像度で前記外部表示装置（Ａ，Ｂ）に表示を行う（Ｓ９０）こと、を特徴とするカ
メラである。
　請求項１４の発明は、請求項１２又は請求項１３に記載のカメラにおいて、前記表示処
理部（６）は、前記設定動作不可時処理として、前記接続部（１５）に接続された前記外
部表示装置（Ａ，Ｂ）が、前記設定部（１２）により設定された表示解像度での表示に対
応していないことに応じた告知を行う（Ｓ１００）こと、を特徴とするカメラである。
　請求項１５の発明は、請求項１２から請求項１４までのいずれか１項に記載のカメラに
おいて、前記表示処理部（６）は、前記設定動作不可時処理として、前記外部表示装置（
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Ａ，Ｂ）による表示を行わず、前記表示部（１０）により表示を行う（Ｓ９０）こと、を
特徴とするカメラである。
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